








現在,糖原病の各型において特異的な治療法は存在しない。しかしながら,多くの型の糖原

病では,患児が長ずるにつれて症状が軽快していくことが知られている。その機序について

は不明な点が多く,今後解明されるべき課題であると考えられる。 

今回,われわれは当科で確定診断を得た 6例の糖原病患者の臨床経過を観察し,症状および

検査成績の推移について検討を加えた。 

症例は表 1に示すⅠ型 3例,Ⅲ型 1例,Ⅸ型 2例で,観察期間は 1年 7ヵ月から 12年間にわ

たる。 


